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　大正15 年1月16日、長野県上田市上田6500番地に生まれる。
昭和20 年 9月、日本女子大学国文科を卒業するとともに同21
年3月には同大学補修科を修了。その後、日本美術史とくに
絵画史の研究のために美術研究所（現在の独立行政法人文化
財研究所 東京文化財研究所の前身）において文部技官・秋山
光和の指導を受け、同年9月、美術研究所雇となる。昭和34年
9月1日、文部技官に任官。昭和47年7月1日に東京国立文化財
研究所美術部主任研究官に、昭和57年4月1日、同美術部第一
研究室長に昇任。昭和59年4月1日、美術部長に就任。昭和62
年3月、定年退職する。
この間、『醍醐寺五重塔の壁画』（高田修編、高田修・上野
アキ・宮次男・山崎一雄・伊東卓治と共著、吉川弘文館、19
59年）の成果により昭 和35 年（1960）に日本学士院恩賜賞を
受賞。また、研究所在職中から非常勤講師として東京大学文
学部、同大学東洋文化研究所、慶應義塾大学文学部、学習院
大学、東京藝術大学へ出講、平成15年9月6日永眠、享年77歳。

　柳澤　孝（やなぎさわ　たか）
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